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知識基盤プラットフォーム創出とオープンデータ促進に向けて
地域の知の編集を支援するAIIの概念 2014-15

•Augmented Intelligent Interaction

（知識の接触への限りなき増大）

•なぜAIIなのか

– デジタルアーカイブの課題 その活用を促しにくい

– 知識・事象の関連付け、相互参照の促進が必要

•誰もが知の編集を行える

•「集合知」の実現を目指す

•オープンデータ促進を支援する



AII: 関連づけ・相互参照の編集機能
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デジタルコモンズとデジタルアーカイブ

デジタルコモンズ
（知の共有環境）

ナレッジコモンズ
（人とコミュニティ）

ラーニングコモンズ
（学習と学習支援）

地域コモンズ
（地域の拠点）

知識基盤プラットフォーム

デジタルアーカイブ

地域史料



アーカイブの課題：知の共有

•膨大な量の地域史料をどうやってデジタル化し
研究や学習に役立てられるようにするか

•ＭＬＡ（博物館・図書館・公文書館）の課題

– ラーニングコモンズへの進化

•タブレット・スマホへの適用

– デジタル教材

– 地域学習のアクティブラーニング



地域史料アーカイブ化の基本的課題

•ＭＬＡにおける事業としての位置づけの弱さ

– 二の次、三の次

– 予算なし

– スタッフ不足

•現行業務のルーチン化・固定化

– 図書館の閲覧・貸出業務

– 史料は学芸員専従の慣習

•インターネット、タブレット・スマホ等への対応

– 新たな知のメディア環境となる社会ニーズ

– 現行業務に縛られ変化できない現状



アーカイブ化を阻むさらなる壁
（１）史料の所蔵と活用をめぐる課題

•ＭＬＡに所蔵されても活用はされない

•史料の多くが個人所蔵、ＭＬＡは知らない

•個人所蔵史料の運命は所有者に委ねられる

– 立場変われば単なるゴミ

•目録化すらされない史料が多数

– 目録化されてもアクセスの手段がない

史料活用の意義はわかっても
その実現に踏み出せない



アーカイブ化を阻むさらなる壁
（２）史料の活用に対する専門的関与の壁

•史料公開してもわからない、という暗黙の前提

– 専門家が関与せずに公開はしない

– 歴史的誤謬や解説の修正に対する主張

•期待される専門家の関与

– その指導により史料活用の考え方や史料を活用し
た研究活動の裾野を地域社会に広げていくこと

史料はあっても公開されない
史料をこそわれらに！



信州シルクロードプロジェクト
（１）概要とねらい

•「蚕糸王国信州」の資源活用による地域づくり

•長野大学と県内各地域との連携プロジェクト

•プロジェクトのねらい
– 地域活動をつなぎ、創発効果の高いものに変える

– 地域学習の支援、観光、産業の振興

– 地元に誇りを感じ、知ることが面白い地域に変える

•主な事業
– 地域資源の掘り起こしとデータ化

– 蚕糸王国信州の物語づくり

– 観光商品の造成、プランづくり



（２）地域史料のアーカイブ化

•史料の本来の利用者は誰か

– 地域史などを研究・学習する人々

•調査研究でアーカイブ化を副次的に進める

•アーカイブ化事業のデザイン

– テーマ指向型の研究、学習活動としてモデル化

– 生涯学習プログラムないしはプロジェクトとして計画



（３）観光データ基盤構築の課題

•共有データがない

–その都度場当たり対応、業者任せ

•情報ツールの利用自体が苦手

•ニーズに応えられるメディア環境が未整
備



（４）信州蚕糸業アーカイブの基本構想

•参加型・分散型アーカイブモデルの適用

–複数の学習者が主体となり地域史料を分散的
にアーカイブ化する

•アーカイブ構築支援ツール「PushCorn」適
用

•特定の場所に分散する地域史料を少しず
つ集め、自分たちの調査研究に必要な史料
をデジタル化、共有化する



プロジェクト駆動による協働学習モデル

•学習グループが必要な史料をデジタル化

•アーカイブでデータ共有し協働で学習を進める

•タブレット・スマホを手元に、アプリ提供



第一歩は常にデジタル化から

•デジタル化＝史料調査で例外なしに行う作業
•研究者はスタッフ総動員で現地で史料を撮りまくる
•ただしデジタルデータが公開されることはない

＜示唆していること（ヒューリスティクス）＞
•①史料は必要とする人により利用される。
•②デジタル化史料は読み取れれば実用に耐える。
•③史料はデジタル化して利用可能性が高まる。
•④施設では、コピーを促進して利用機会が増大する。

デジタル化を許諾する代わりに、データ提
供をトレードルールとする



協働学習モデル「全国／地域風穴アーカイブ」

•全国風穴サミット＝広がりつつあるナレッジコモンズ

•柱になる共有データ「全国風穴リスト」

•各地域の風穴データは分散型で、各地域が主体に



全国風穴リストのオープンデータ化

•2014年、清水長正氏の全国風穴調査データを一覧化

•オープンデータ化により更新を可能に

•情報空間をデジタルコモンズに



各地域の風穴を分散型アーカイブに

•モデルサイト『信州風穴アーカイブ』

•持続的活動を行う団体・信州上田風穴の会に提案



信州風穴アーカイブの作成例

•各風穴のデータをメンバー持ち寄りで蓄積

•ムリせずできることだけする「おすそ分け」

•地域史料を必要に応じその都度デジタル化



風穴系アーカイブと蚕糸業系アーカイブ

•地域・グループごとに
サイトは分散させ、リンク
させる



風穴と関連する蚕糸業アーカイブ１

•地域史料はデジタル化しサイトへ公開

•関連づけ（リンク）により「風穴」の奥行きが増
す

蚕種製造家・倉澤運平の史料
（別所氷沢風穴の関連史料）



風穴と関連する蚕糸業アーカイブ２

•信州上田と周辺地域＝蚕種製造の中心地

•藤本蚕業（1908年～、現藤本工業）

•地域史研究家が近現代の史料を目録化し整理保存

藤本蚕業史料
風穴活用時代の背景を探る



協働学習モデルの提案

•活動をより面白く！
– 学習・研究活動の記録・発信による「生きがい」づくり支援

•活動の拠り所に（会のポートフォリオ）
– 記録・データ・資料・記事の蓄積・活用

•個人所蔵のアーカイブ化（史料の所蔵と活用の課題）
•ＭＬＡ所蔵史料の「ねらいうち」アーカイブ
（「知の共有」の課題）
– 特定グループにより史料をデジタル化

•デジタルコモンズによりナレッジコモンズが支援される



学際的なナレッジコモンズの知の源泉に

•アプリやウェブサイトの開発・利用に展開できる
– 地域学習をアクティブに変える可能性を開く

•学際的なナレッジコモンズの形成を促す
– 蚕糸王国信州と風穴の関わりに関心
– 信州蚕糸業アーカイブにも取り組む
– 学際的研究、観光・産業創出に役立てる期待
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